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論　　文　　の　　要　　旨
　金属磁性の解明はヲ磁性をになう電子の局在性と遍歴性をめぐって、古くから多くの議論がある。
しかしこれらの議論は定式化にとどまりヨ具体的な金属への適用は数少ないのが現状である。この
論文ではヨ具体的な金属としてα一マンガン（M烈）をとり上げラ局在スピンの立場から、実際の結
晶構造を考慮して、いろいろな磁気的性質を統一的に理解することを試みている。
　M双は3d元素でありラ金属磁性に関して極めて興味深い元素である。周期律表で左側の元素Crは、
スピン密度波というユニークな磁気構造を示しラ右側のFeは典型的な強磁性金属である。この中問
にあるM搬はラ幾つかの安定な結晶構造をもち、それぞれが複雑な磁気的性質を示しラこれの研究は
金属磁性における大きな聞題である。
　α一Mnはヨいろいろな結晶構造のうちラ低温で安定な相でヨ単位胞内に29個の原子をもつ体心立
方格子型構造をもっている。これらの原子の位置は4種類に分類されヨそれぞれが磁気モーメント
をもちラ95Kにネール温度をもつ反強磁性体であることが知られている。
　著者はまずヨ各原子の磁気モーメントにっいて、中性子散乱による測定に比べ，X　P　S（X線光
電子スペクトル）による測定の方が大きな値を与えていることに注目しヨこれが局在スピンのゆら
ぎによるものと解釈する。つまり中性子散乱の測定時問がX　P　Sに比べて十分長いため，ゆらぎの
平均化のためにモーメントが小さく観測されるというものである。
　このスピンのゆらぎという立場でヨ他の実験結果も統一的に理解しょうとするのが、この論文の
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目的であるが，そのため従来からある電子比熱のデータの他に、著者自身が低温における電気低抗，
磁気低抗を測定しヨまたMn55の核磁気共鳴（NMR）の実験を行ない冒そのナイトシフトより4種
類の結晶位置における磁化率の値を求め雪これらの結果の理論的解釈を試みている。
　新しく得られた実験結果は次のようになる。
（1）α一Mηの電気低抗はT2に比例して変化し，その係数は純金属中で最大であることが知られて
いるがラ外部磁場を加えるとラこのT2の係数が磁場に比例して減少することがわかった。これは電
気低抗のT2に比例する項がスピンのゆらぎによるものであることを示している。
（2）Mn55のNMRを常磁性状態で観測しう各結晶位置における局所磁化率を温度の関数として決定
した。従来から知られていた磁化率極大の現象は4種類のMnイオンのうちヨ最大の磁気モーメント
をもつイオンの磁化率が極大を示すことによることを見出した。
　いろいろな実験結果の解釈には。局在スピンの大きさとゆらぎの時聞をラ中性子散乱とX　P　Sの
結果から決定しヨ次のような考えを用いている。
（・）局在スピンのゆらぎの影響はヨ近藤効果として考慮する。
（b）スピン問の相互作用は分子場近似でとり扱う。
　最後にこうして得られたスピンのゆらぎの大きさ（近藤温度）と相互作用の大きさを用いて、常
磁性状態における各結晶位置におけるナイトシフト、電気低抗のT2の係数ラ磁気低抗および電子比
熱を計算している。その結果は，実験結果と定量的に満足できる位よく一致することが示されてい
る。
審　　査　　の　　要　　旨
　α一Mnの磁性はヨ結晶構造の複雑さのためもありう理論的な解析は部分的にしか行われていな
かった。この研究はヨ新たに実験事実を加えるとともにヨ局在スピンのゆらぎという立場にたってヨ
いろいろな実験事実を統一的に理解できることを示した点で，極めて有意義であると考えられる。
　もちろん実験事実の理論的解釈で用いた近似は，極めて粗いものであるが雪かなりよい結果が得
られたことはヨこの近似が正しい方向であることを暗示している。
　さらにこの研究を契機として、M烈についての研究がさらに盛んになることが期待され，物性物理
学の大きな問題である金属磁性の研究の発展に大きな寄与をするものと思われる。
　よって、著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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